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女
性
も
男
性
も
、
一
人
ひ
と
り
が
持

て
る
個
性
や
能
力
を
存
分
に
発
揮
し
て
、

と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
と
も
に

責
任
を
担
い
な
が
ら
、
互
い
に
生
き
が

い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
は
、

私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

　

今
回
は
、
滋
賀
県
が
昨
年
度
に
実
施

し
た
「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に

向
け
た
県
民
意
識
調
査
」
の
結
果
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
地
域
の
特
性
や
課
題
を

認
識
し
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
地
域
を
、

家
庭
を
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
て
、

「
学
習
か
ら
行
動
へ
」
と
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
ょ
う
。

調
査
結
果
か
ら
考
え
る
地
域
特
性

　
滋
賀
の
地
域
社
会
は

　
　
　
　
ま
だ
ま
だ
不
平
等
!?

　
「
県
民
意
識
調
査
」
の
中
で
は
、「
日

常
生
活
の
中
で
男
女
の
不
平
等
を
感
じ

る
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
」
と
の
調
査
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

結
果
を
見
る
と
、
滋
賀
県
全
体
、
湖

北
地
域
と
も
に
、「
職
場
」
や

｢

家
庭
」

と
答
え
た
方
よ
り
、「
地
域
社
会
」
と
答

え
た
方
が
最
も
多
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
結
果
か
ら
も
、｢

職
場
」
や｢

家
庭
」

で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
取
組
が
あ
る

程
度
浸
透
し
て
き
た
も
の
の
、
ま
だ
ま

だ
「
地
域
社
会
」
で
は
、
男
性
優
位
の

慣
習
や
し
き
た
り
な
ど
、
見
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
、
た
く
さ
ん
存

在
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
男
女
が
支
え
あ
う

　
　
　
　
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト

　

調
査
の
自
由
記
述
に
も
、「
ま
だ
ま
だ

男
だ
か
ら
女
だ
か
ら
と
い
う
意
識
が
浸

透
し
て
い
る
と
思
う
」、「
田
舎
ほ
ど
男

女
格
差
意
識
は
高
く
、
年
配
の
口
出
し

が
多
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
う
い
っ
た
風
土
を
改
善
し
、
男
女

が
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
き
ま
す
。

●
自
治
会
活
動
の
担
い
手
を
増
や
す

　

女
性
が
役
員
に
選
出
さ
れ
る
よ
う
自

治
会
規
約
を
改
正
す
る
、
な
ど
。

●
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
反
映
す
る

　

こ
れ
ま
で
の
し
き
た
り
や
規
約
な
ど

に
つ
い
て
、
男
女
・
各
年
齢
層
の
意

見
を
聞
い
て
見
直
す
、
な
ど
。

●
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
つ
く
る

　

災
害
時
に
お
け
る
男
女
の
ニ
ー
ズ
の

違
い
を
考
慮
し
て
体
制
を
整
え
る
、

な
ど
。

　

こ
の
機
会
に
み
な
さ
ん
の
地
域
を
点

検
し
、
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

10 月 10 日～ 17 日　男女共同参画社会をめざす
「パートナーしがの強調週間」

考えよう！暮らしと人権 ～いのちと人権～ NO.7

滋賀の地域社会はまだまだ不平等 !?

男女が支えあう
地域づくりのヒント

日常生活の中で男女の不平等を一番感じるところ

平成 21 年度「男女共同参画社づくりに向けた県民意識調査」より

湖北地域 滋賀県全体

家庭
17.2%

家庭
14.8%

職場
22.3%

職場
20.1%

地域社会
30.3%

地域社会
37.3%

不平等は
感じない
17.9%

不平等は
感じない
20.1%

わからない
12.3%

わからない
7.7%
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男
女
共
同
参
画

　
　
実
践
モ
デ
ル
地
域
の
取
組
活
動

　

地
域
の
状
況
に
応
じ
た
多
彩
な
男
女

共
同
参
画
活
動
が
身
近
な
自
治
会
で
展

開
さ
れ
る
よ
う
、
市
で
は
平
成
20
年
度

か
ら
そ
の
活
動
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
、
市
内
の
３
自
治
会（
上
野

区
・
梓
区
・
米
原
区
）が
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
今
年
度
は
世
継
区
が
モ
デ
ル
地

域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
域
と
も

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
男
女

共
同
参
画
を
実
践
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
合
同
で
、

研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　「
出
前
講
座
」

　

県
の
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
と
市

の
人
権
政
策
課
で
は
、「
出
前
講
座
」
で

講
師
を
み
な
さ
ん
の
も
と
へ
派
遣
し
、

地
域
の
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

自
治
会
や
グ
ル
ー
プ
の
集
ま
り
の
学

習
の
機
会
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

▼
滋
賀
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

０
７
４
８
ー
３
７
ー
３
７
５
１

【上野区】
区民防災訓練では、女性消
防団員（自警団）が大活躍

【梓区】
実践モデル地域 PR のため
の花いっぱい運動（花壇づ
くり）

男女共同参画実践モデル
地区合同研修会

【米原区】
男の料理教室

正しく理解しよう
男女共同参画 「カタカナことば」
　最近、雑誌や新聞などでよく目にする男女共同参画に
関するカタカナ語について、解説します。
　こうした言葉は、まだ十分に浸透していないため、意
味の誤解や誤用もありますが、自分とは関係のない言葉
だとは思わずに、また、言葉だけ一人歩きしないように、
一人ひとりが意識を傾けて現在の生活や環境を見つめ直
していきましょう。

　　  ーク・ライフ・バランス
　　  （仕事と生活の調和）
　｢納得できる自分らしい生活が送れるように、仕事と
暮らしのバランスをとること｣
　「子育てと仕事」、「家事と仕事」、｢地域活動と仕事｣、
そして ｢趣味と仕事｣ など、あらゆる生活の場面でバラ
ンスがとれるように、企業や行政などが積極的に支援し
て、環境を改善していく必要があります。例えば、男性
が育児や教育に関われる制度や職場の雰囲気づくりの取
組もそのひとつです。

　　  ェンダー
　　  （社会的性別）
　「気付かないうちに使っている男だから女だからとい
う区別のこと」
　社会通念や慣習で作り上げられた男女の性による区別
をジェンダーと言います。ジェンダーは、それ自体に良
い悪いの意味づけはありませんが、性別によって役割を
決めつける社会の慣行などは、男女の生き方を制限する
もので、自分らしく生きていくうえにおいては、妨げと
なります。
　男女ともに誰もが参画できる社会を築くためには、
ジェンダーの意味をしっかり理解する必要があります。

　　  ジティブ・アクション
　　  （積極的差別是正措置）
　「男女の区別なく平等に社会参加できるように積極的
な改善に取り組むこと」
　女性という理由だけで遅れていた昇進や教育の状況を
解消し、男女間の差をなくそうと取り組む企業や団体が
増えてきました。
　こういった取組により、職場での男女の機会均等や待
遇の改善が可能となりますが、企業などが組織的に「ポ
ジティブ・アクション」に取り組む一方、国や地方自治
体は、相談窓口の設置やガイドラインの作成、実施状況
の公表などを通じて、更なる支援策を充実することが求
められています。

ワ

ジ

ポ

お問い合わせ　総務部　人権政策課（米原庁舎）
　☎ ５２ー６６２９　  ５２ー４５３９
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一
色
地
先
の
東
海
道
本
線
を
ま
た
ぐ『
一

色
こ
線
橋
』
は
、
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
る
橋
で
、
災
害
時
に
は
優

先
的
に
通
行
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
重

要
な
橋
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
橋
は
設
置
さ
れ
て
か
ら

約
40
年
が
経
過
し
、
著
し
い
老
朽
化
が
見

受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
耐
震
対
策
を
兼

ね
て
橋
の
架
け
替
え
工
事
を
県
が
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
、
一
色
こ
線
橋
の
北
側

に
仮
設
迂
回
路
を
設
置
し
ま
す
が
、
一
時

的
に
片
側
交
互
通
行
や
夜
間
の
通
行
止
め

な
ど
の
道
路
の
通
行
規
制
を
行
う
予
定
で

す
。

　

ま
た
、
東
海
道
本
線
の
軌
道
上
空
の
工

事
は
、
鉄
道
運
行
の
な
い
夜
間
で
の
施
工

と
な
り
ま
す
。
詳
細
な
時
期
や
通
行
規
制

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　　

９
月
に
、
市
内
の
不
燃
ご
み
収
集
中
、

ご
み
収
集
車
の
火
災
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。
ご
み
収
集
車
の
火
災
は
今
年
に

入
っ
て
か
ら
２
回
目
で
あ
り
、
焼
け
た

ご
み
の
中
か
ら
は
、
中
身
の
残
っ
て
い

る
多
数
の
ス
プ
レ
ー
缶
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

　

幸
い
人
身
に
お
よ
ぶ
事
故
に
は
な
ら

ず
に
済
み
ま
し
た
が
、
ル
ー
ル
を
守
ら

な
い
排
出
は
重
大
な
事
故
を
引
き
起
こ

す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

安
全
な
ご
み
収
集
の
た
め
、
次
の
点

に
つ
い
て
確
認
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
、

必
ず
穴
を
開
け
て
か
ら
不
燃
ご
み
の

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ラ
イ
タ
ー
は
ガ
ス
を
全
部
出
し
切
っ
て

か
ら
不
燃
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

資
源
ご
み（
菓
子
箱
・
紙
管
類
等
）

の
出
し
方
が
変
わ
り
ま
す
！

　

今
ま
で
、
お
菓
子
や
た
ば
こ
な
ど
の

小
さ
な
紙
製
の
空
箱
類
、ま
た
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
や
ラ
ッ
プ
の
芯
に
つ
い
て

は
、
つ
ぶ
し
て
ダ
ン
ボ
ー
ル
と
一
緒
に

十
文
字
に
く
く
り
資
源
ご
み
集
積
所
に

出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
大
き
さ
の
異
な
る

も
の
を
一
緒
に
く
く
る
と
、
小
さ
い
箱

が
抜
け
落
ち
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
次

の
排
出
方
法
が
追
加
に
な
り
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

　

経
済
環
境
部 

環
境
保
全
課（
伊
吹
庁
舎
）

　

☎ 

５
８
ー
２
２
３
０

　

 

５
８
ー
１
６
３
０

　

湖
北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ
ー

　

業
務
課　

☎ 

６
２
ー
７
１
４
３

環境保全課からのおしらせ

長浜土木事務所からのおしらせ

ご
み
の
排
出
方
法
に
つ
い
て

確
認
を
お
願
い
し
ま
す

一色こ線橋
架け替え工事の
おしらせ

今
年
２
回
目
の

ご
み
収
集
車
火
災
が
発
生
！

穴あけ・ガス抜
き を 行 う と き
は、必ず、火気
のない屋外など
風通しの良い場
所で。

NEW 菓
子
箱
や
紙
筒
の
出
し
方

こ
れ
ま
で
の
出
し
方

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
間
に

は
さ
ん
で
、
紐
で
十
文

字
に
く
く
っ
て
出
す
。

追
加
さ
れ
た
方
法

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
と
は
別
に

紙
袋
に
入
れ
て
、
散
ら
ば

ら
な
い
よ
う
紐
で
十
文
字

に
く
く
っ
て
出
す
。
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工
事
期
間
中
は
み
な
さ
ん
に
極
力
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
安

全
第
一
で
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間

　
平
成
22
年
10
月
下
旬
か
ら

　
平
成
24
年
12
月
末
ま
で

　
　

９
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
米

原
市
立
学
校
の
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
が
可
決
さ
れ
、
平
成
23
年

度
か
ら
「
米
原
市
立
山
東
小
学
校
」
が

開
校
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
現
山
東
東
小
学
校
は
、
休
校

と
な
り
、
現
山
東
西
小
学
校
は
廃
校
と

な
り
ま
す
。

▼
新
校
に
つ
い
て

　

米
原
市
立
山
東
小
学
校

　

米
原
市
大
鹿
５
４
６
番
地

　

開
校
時
の
想
定
児
童
数
１
８
５
人

　

現
在
、
来
春
の
開
校
に
向
け
て
「
新

校
設
置
協
議
会
」
を
設
置
し
、
様
々
な

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
校
歌
・
校
章
、
標
準
服
・

体
操
服
、
教
育
目
標
・
教
育
課
程
な
ど

に
つ
い
て
協
議
を
行
う
ほ
か
、
校
舎
内

外
の
改
修
や
教
材
・
管
理
備
品
の
整
理
・

移
設
、
山
東
東
小
学
校
区
の
児
童
の
バ

ス
通
学
の
運
行
な
ど
、
具
体
的
な
準
備

も
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇
校
歌
の
歌
詞
の
募
集

　

地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
「
人
」・「
環
境
」・

「
思
い
」
な
ど
が
表
現
さ
れ
、「
新
設
校

の
発
展
」
を
期
待
さ
せ
る
よ
う
な
歌
詞

を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
小
学
生
が
親

し
み
や
す
く
歌
い
や
す
い
も
の
と
し
て

く
だ
さ
い
。

 

募
集
期
間

　

10
月
１
日（
金
）～
12
月
10
日（
金
）

　

＊
当
日
消
印
有
効

◇
校
章
の
デ
ザ
イ
ン
の
募
集

　

山
東
小
学
校
が
将
来
に
わ
た
っ
て
、

校
旗
や
学
校
行
事
な
ど
に
活
用
す
る
校

章
と
な
り
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
理
由

な
ど
を
添
え
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

 

募
集
期
間

　

10
月
１
日（
金
）～
11
月
12
日（
金
）

　

＊
必
着

応
募
方
法
に
つ
い
て
…

　

応
募
要
領
に
つ
い
て
は
、
募
集
チ
ラ

シ
ま
た
は
市
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
応
募
資
格

　

米
原
市
内
外
は
問
い
ま
せ
ん
。
ど
な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

②
応
募
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
郵
送
ま
た
は
担
当
ま
で
直
接

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
に

よ
る
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
そ
の
他

　

応
募
さ
れ
る
作
品
に
つ
い
て
は
、
未

発
表
か
つ
自
作
（
他
の
著
作
権
に
触

れ
る
も
で
は
な
い
）
の
も
の
に
限
り

ま
す
。
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ

　

滋
賀
県　

長
浜
土
木
事
務
所

　

道
路
計
画
課　

維
持
補
修
担
当

　

☎ 

６
５
ー
６
６
４
３

応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局  

教
育
総
務
課

　
「
校
歌
募
集
係
」ま
た
は「
校
章
募
集
係
」

　

〒
５
２
１
ー
０
２
９
２

　

米
原
市
長
岡
１
２
０
６

　

☎ 

５
５
ー
８
１
０
７

　

 

５
５
ー
４
０
４
０

教育総務課からのおしらせ

「
米
原
市
立
山
東
小
学
校
」が

来
春
に
誕
生
し
ま
す
。

新校

協議会からのおしらせ
山東小学校の

「校歌」の歌詞と
「校章」のデザインを募集！

一色
国道21号

一色こ線橋 仮設迂回路

天満一色線

山東一色線 東海道本線

コンビニ

丸栄コンクリー工業（株）
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支援前の生活 健診結果
（H21.8.6）

たばこを止めてから
間食が多くなった。
運動はしていない。
アルコールは毎日２
～３合程度飲む。

体　　重　62.9㎏
腹　　囲　88.9㎝
血　　圧　114 ／ 86
中性脂肪　356㎎ /dl
LDL-ch　157㎎ /dl

目標：間食を減らし、運動量を増やす
　　　中性脂肪の数値を下げる

支援後の生活 健診結果
（H22.7.15）

・スイミングなど運
動の機会を増やし
た

・アルコールの１日
の量を減らした

・魚と野菜中心の食
事

体　　重　61.2㎏
　　　　　（− 1.7㎏）
腹　　囲　85.6㎝
　　　　　（− 3.3㎝）
血　　圧　122 ／ 74
中性脂肪　109㎎ /dl
LDL-ch　108㎎ /dl

結
果
は
後
か
ら
つ
い
て
く
る

在
宅
長
寿
の
ヒ
ケ
ツ

健康きらり

お問い合わせ　健康福祉部　福祉支援局（山東庁舎）　☎ ５５ー８１１０　  ５５ー８１３０

お問い合わせ　　健康福祉部　健康づくり課（山東庁舎）　☎ ５５ー８１０５　  ５５ー２４０６

　

市
内
で
、
介
護
保
険
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
は
９
月
１
日
現
在
で

１
７
７
１
人
。
そ
の
う
ち
、
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
原
因
と
し
て
１
番
多
い
の

が
脳
血
管
疾
患
で
す
。

　

脳
血
管
疾
患
は
、
あ
る
日
突
然
起
こ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
、
何
ら
か
の

血
管
病
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
代
表
が

糖
尿
病
で
す
。

　

糖
尿
病
に
な
る
と
、
痛
み
や
か
ゆ
み

と
い
っ
た
自
覚
症
状
の
な
い
ま
ま
、
症

状
が
進
行
し
ま
す
。
そ
こ
で
大
切
な
の

が
、
食
事
で
す
。

　

暑
い
夏
が
過
ぎ
、
涼
し
く
な
っ
て
く

る
と
食
欲
が
わ
い
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、

秋
は
果
物
の
お
い
し
い
季
節
で
も
あ
り

ま
す
。

　

果
物
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
ビ
タ
ミ
ン

Ｅ
な
ど
が
多
く
含
ま
れ
、
体
の
調
子
を

整
え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
果
物
の
甘

味
は
果
糖
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
果
糖

は
単
純
糖
質
と
い
っ
て
、
糖
が
ば
ら
け

て
存
在
す
る
た
め
、
体
の
中
に
入
る
と

す
ぐ
に
血
糖
値
が
上
が
り
ま
す
。
短
時

間
に
血
糖
値
が
上
が
る
た
め
、
こ
れ
を

下
げ
る
た
め
に
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ

ル
モ
ン
が
短
時
間
に
た
く
さ
ん
必
要
と

な
り
、
す
い
臓
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
吸
収
さ
れ
た
糖
は
、
脂
肪
に
な

り
や
す
い
の
で
す
。

　

毎
日
の
食
事
の
積
み
重
ね
が
糖
尿
病
、

さ
ら
に
脳
血
管
疾
患
を
招
く
原
因
と
な

り
ま
す
。
果
物

の
摂
取
は
１
日

に
80
カ
ロ
リ
ー

ま
で
に
な
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

還
暦
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ

健
康
管
理
に
関
心
を
持
と
う
、
と
思
い
つ

つ
も
５
年
が
経
過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

毎
年
受
け
て
い
た
市
の
健
康
診
断
で
は
中

性
脂
肪
や
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
数

値
が
高
か
っ
た
の
で
、
ど
う
す
れ
ば
改
善

す
る
の
か
と
考
え
、最
初
は
無
理
せ
ず
に
、

ま
ず
体
重
を
３
キ
ロ
落
と
す
目
標
を
立
て

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
週
３
回
の
ス
イ
ミ
ン
グ
で
、

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
30
分
・
水
泳
を
30

分
お
こ
な
っ
た
り
、
週
３
回
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
朝
夕
の
簡
単
な
体
操
を
お
こ
な
う

な
ど
、
運
動
を
心
が
け
ま
し
た
。
ま
た
、

食
事
は
脂
肪
の
多
い
も
の
を
避
け
、
魚
類

と
野
菜
を
主
に
摂
取
し
、
夜
は
８
時
以
後

の
飲
食
は
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
以
前
に
比
べ
て
体
が
軽
く

感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
お
腹
周
り
が
少
々

ス
マ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。
約
２
年
で
、

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。

　

こ
れ
も
ひ
と

え
に
保
健
師

さ
ん
の
ご
指

導
に
よ
る
成
果

で
あ
っ
た
と
感

謝
し
て
お
り
ま

す
。

「めざせ！健康達
人」では、健康づ
くりに積極的に取
り組んでいる人を
紹介しています。

＜担当保健師よりひとこと＞
　退職後、間食やアルコールが増えてしまって
いた生活を運動中心に改善され、ついに脱メタ
ボ！寺村さんの努力が健診結果に表れていま
す。この調子で継続できるといいですね。

～ 

梅
ヶ
原　

寺て
ら
む
ら村　

清き
よ
か
ず和
さ
ん
（
67
歳
） 

～

脳
血
管
疾
患
は
１
日
に
し
て
成
ら
ず

果
物
の
食
べ
す
ぎ
に
要
注
意

80㎉ となる果物の量の目安

95g 130g 140g 150g
バナナ

皮付 135g
甘柿

皮付 140g
ぶどう

デラウエア
皮付 160g

りんご
皮付 170g

キウイフルーツ
皮付 170g

180g 190g 200g
みかん

皮付 215g

はっさく
皮付 245g

メロン
皮付 275g

なし
皮付 220g

もも
皮付 230g

210g 220g 240g
グレープ
フルーツ

皮付 275g

すいか
皮付 310g

いちご
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避難場所・避難経路はどこかな！？
　地域・家族ぐるみで避難場所や避難経路などを確
認しましょう。災害では家屋倒壊などで道が通れな
いことがあります。複数の避難経路を考えましょう。
※災害時に、市の発表する避難情報を待たずに避難

する場合は、避難施設が開設されていないことが
ありますので、必ず市役所に確認してください。

家族との集合場所や連絡方法を決めよう！！
　災害で家族が離ればなれになった場合に備えて、
事前に避難場所のどのあたりに集合するかを具体的
に決めておきましょう。
　連絡方法も事前に決めておきましょう。（たとえ
ば、玄関のドアに避難先などのメモ書きを残すなど）
　「絆マップ」づくりに、地域・家族ぐるみで参加し、
確認することは、地域・家族の絆を強め、いざとい
うときに助け合える環境づくりにつながります。

大豆� 45g（1/4 カップ）
豚肉� 60g
玉ねぎ� 160g（1 個）
じゃがいも� 140g（大 1 個）
にんじん� 60g（1/2 個）
マッシュルーム� 20g
植物油� 小さじ１
にんにく� 1 かけ

水� 400cc
ワイン� 小さじ１
コンソメ� １個
塩、こしょう� 少々
ウスターソース� 小さじ 1
トマトケチャップ�大さじ４
トマトピューレ� 大さじ１
三温糖� 小さじ２

①	大豆は前日から、3 倍の水に浸ける。
②	①を軟らかく煮る。
③	じゃがいもは 1.5㎝厚、にんじんは５㎜のいちょう

に切り、玉ねぎはくし形に切る。
④	鍋に植物油を熱し、にんにくを炒め、豚肉、玉ね

ぎも炒め、じゃがいも、にんじん、マッシュルー
ムを加えて水、大豆のゆで汁、ワイン、コンソメを
入れアクを取りながら煮る。煮えたら大豆を加え、
塩こしょうと調味料で味を調える。

　ポークビーンズはアメリカの代用的な家庭料理で
す。この一品で栄養素のバランスが整います。また
不足しがちな大豆や大豆製品の摂取量を増やすこと
ができます。

お問い合わせ　市民部　市民安全課（近江庁舎）
　☎ ５２ー６６３０　  ５２ー６９３０

お試し
メニュー

ポークビーンズ
材料（4人分）�…………………………………

作り方�………………………………………

9月16日の給食

毎月 19 日は「食育の日」

パート3

地域・家族ぐるみで
まちを点検・確認

絆マップを
つくりましょう！
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米
原
市
は
『
水
源
の
里
』
で
あ
り
、
水
が
豊
富
な
ま
ち
で
す
。

　

伊
吹
山
や
霊
仙
山
に
降
っ
た
雨
は
、
石
灰
岩
地
層
に
し
み
込
ん

で
長
い
年
月
を
経
て
地
下
水
と
な
り
、“
名
水
百
選
”
に
も
選
ば
れ

た
「
泉
神
社
湧
水
」
や
「
居い

醒ざ
め

の
清
水
」、
ま
た
醒
井
養
鱒
場
の
水

源
地
の
湧
水
な
ど
と
し
て
湧
き
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
水
は
、
天

野
川
や
姉
川
と
な
り
、
そ
の
途
中
の
い
く
つ
か
の
滝
や
姉
川
ダ
ム

な
ど
で
は
、
見
る
人
に
四
季
折
々
の
景
観
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
な

が
ら
、
や
が
て
母
な
る
琵
琶
湖
へ
と
注
が
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
湖
岸
で
は
、
か
つ
て
入
江
干
拓
以
前
に
は
、
入
江
内
湖

が
米
原
駅
付
近
ま
で
広
が
り
、
水
郷
地
帯
を
形
成
し
て
い
ま
し
た
。

今
で
は
入
江
干
拓
の
承

し
ょ
う

水す
い

溝こ
う

や
蓮
原
農
村
公
園
な
ど
に
、
そ
の
面

影
を
残
し
て
い
る
ほ
か
、
世
継
地
区
周
辺
で
は
、
豊
富
な
地
下
水

が
湧
き
出
て
、
生
活
用
水
と
し
て
今
も
大
事
に
住
民
の
皆
さ
ん
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
米
原
に
は
古
く
か
ら
水
辺
に
慣
れ
親
し
む
環
境

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
を
活
か
し
、
子
ど
も
た
ち

に
水
辺
に
親
し
む
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考

え
、
こ
の
た
び
国
の
補
助
を
受
け
て
、
カ
ヌ
ー
10
艇
を
購
入
し
、

子
ど
も
た
ち
の
カ
ヌ
ー
教
室
や
講
習
会
な
ど
に
活
用
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、『
水
源
の
里
ま
い
ば
ら
』
に
ふ
さ
わ
し
い

水
辺
の
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
が
盛
ん
に
な
り
、
さ
ら
に

は
観
光
に
つ
な
が
る
、
そ
ん
な
元
気
な
米
原
市
を
築
い
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。�

（
10
月
１
日
記
）

市
政
功
労
者
表
彰

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
や
市
政
の
発
展
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
方
の
功
績
を
称
え
る
「
市
政

功
労
者
表
彰
式
」
を
、
合
併
５
周
年
イ
ベ
ン

ト
「
ま
い
ば
ら
絆
博
」
の
一
環
と
し
て
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
の
被
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。＊

敬
称
略
・
カ
ッ
コ
内
は
主
な
功
績

社
会
福
祉

　

世よ

森も
り　
　

等ひ
と
し

（
元
人
権
擁
護
委
員
）

　

江え

竜り
ゅ
う

百ゆ

り

こ

合
子
（
元
人
権
擁
護
委
員
）

　

瀧た
き
も
と本　

浩こ
う

俊し
ゅ
ん

（
保
護
司
）

　

桂か
つ
ら　

惠え

み

こ

美
子
（
保
護
司
）

　

林は
や
し　
　
　

勉つ
と
む

（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

　

日ひ
ゅ
う
が向　
　

寛ひ
ろ
し

（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

　

樋ひ

口ぐ
ち　

美み

鈴す
ず

（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

　

木き

村む
ら　

龍た
つ

子こ

（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

　

小お

川が
わ

美み

え

こ

惠
子
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

　

中な
か
が
わ川　

雅ま
さ

代よ

（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

　
保
健
衛
生

　

⻆す
み

田だ　

音お
と
ひ
こ彦
（
学
校（
園
）歯
科
医
）

　

松ま
つ
ば
ら原　
　

寛ひ
ろ
し

（
学
校（
園
）歯
科
医
）

　

⻆す
み

田だ　

和か
ず
よ
し芳
（
学
校（
園
）歯
科
医
）

　
社
会
体
育

　

酒さ
か

井い　

美よ
し

実み

（
元
体
育
指
導
委
員
）

　

髙た
か

木ぎ　

清き
よ
ふ
み文
（
体
育
指
導
委
員
）

　

上う
え

田だ

佐さ

ち

こ

知
子
（
体
育
指
導
委
員
）

ま
ち
づ
く
り
活
動

　

音お
と

居い　

一い
ち
ろ
う郎

　
　
「
絆
マ
ッ
プ
」
の
普
及
の
中
心
的
役
割

を
担
う
。

　

樋ひ

口ぐ
ち　

照て
る

子こ

　
　

お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
夢
の

つ
ば
さ
」
の
中
心
と
し
て
活
躍
。

　

岡お
か

田だ　

敏と
し

子こ

　
　

音
楽
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
よ

り
、
文
化
向
上
に
寄
与
。

　

Ｉ
い
た
な
み 

Ｆ
ふ
ら
わ
ー 

Ｕ
ゆ
ー
と
ぴ
あ

会

　
　

通
算
25
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
集
落
内

の
環
境
美
化
活
動
を
実
践
。

　

岩い
お
ぎ脇
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　
　

戦
争
遺
産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

で
、
地
域
に
貢
献
。

　

霊り
ょ
う

仙ぜ
ん

ク
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
ク
ラ
ブ

　
　

霊
仙
山
の
登
山
道
整
備
な
ど
、
来
訪
者

の
安
全
な
登
山
を
支
え
る
。

　

市
政
功
労
者
表
彰
と
あ
わ
せ
て
、
次
の
み

な
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

中な
か
つ
じ辻
照て
る

子こ
（
元
健
康
推
進
員
）・
森も
り

幾い

く

こ

久
子（
健

康
推
進
員
・
以
下
同
）・
的ま
と

場ば

惠え

み

こ

美
子
・
下し
も

村む
ら

宣の
ぶ

子こ

・
寺て
ら
む
ら村
克か
つ

子こ

・
松ま
つ
う
ら浦
君き
み

江え

・
中な
か
も
り森
妙た
え

子こ

・
松ま
つ

田だ

好よ
し

惠え

・
久く

ぼ

た

保
田
文あ
や

子こ�

＊
敬
称
略

お
問
い
合
わ
せ

　

政
策
秘
書
課
（
米
原
庁
舎
）

　

☎ 

５
２
ー
６
６
２
６　

 

５
２
ー
５
１
９
５

.　

.　

.
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亮
政
、
京
極
親
子
を
も
て
な
す

　

小
谷
山
の
最
高
所
・
大お

お
ず
く嶽
に
城
を
構
え

て
、
元
京
極
家
の
家
臣
や
同
僚
た
ち
を
支

配
下
に
お
き
つ
つ
あ
る
浅あ

ざ

井い

亮す
け

政ま
さ

に
対

し
、
南
近
江
を
支
配
す
る
京
極
家
の
本
家

六ろ
っ
か
く角
定さ

だ
よ
り頼
は
、
京
極
高た

か
き
よ清
の
一
家
臣
で
あ

る
亮
政
が
大
き
な
勢
力
を
も
つ
前
に
亮
政

を
滅
ぼ
そ
う
と
考
え
ま
す
。
大だ

い
え
い永
五
年

（
一
五
二
五
）、
定
頼
は
大
軍
を
率
い
て
大

嶽
城
を
攻
め
ま
す
。
亮
政
は
、
主
君
高
清

や
上こ

う
ざ
か坂
信の

ぶ
み
つ光
ら
と
と
も
に
防
戦
し
ま
す

が
、
九
月
に
落
城
し
て
美
濃
へ
逃
れ
て
い

き
ま
す
。

　

一
方
、
京
極
家
で
は
、
大
永
三
年

（
一
五
二
三
）
に
浅
見
氏
や
浅
井
氏
ら
の

家
臣
連
合
に
追
わ
れ
て
尾
張
（
愛
知
県
）

に
落
ち
延
び
て
い
た
高た

か

慶よ
し

が
、河
内
城
（
梓

河
内
）
に
入
り
、
兄
高た

か

延の
ぶ

に
代
わ
っ
て
京

極
家
相
続
の
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
ま
し

た
。
享き

ょ
う

禄ろ
く

元
年
（
一
五
二
八
）、
高
慶
は

内う
ち

保ぼ

河が

原わ
ら

（
長
浜
市
）
で
高
延
と
戦
い
ま

す
。
こ
の
戦
い
は
高
延
を
立
て
る
亮
政
と
、

高
慶
を
支
持
す
る
六
角
定
頼
と
の
争
い

で
、
亮
政
は
こ
の
戦
い
に
勝
っ
て
北
近
江

の
足
場
を
固
め
ま
す
。

　

天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
八
月
、
亮
政

は
小
谷
城
下
の
清き

よ
み
ず水
谷だ

に

の
館
で
、
京
極
高

清
・
高
延
親
子
や
京
極
家
の
一
族
と
主

だ
っ
た
家
臣
を
招
き
、
二
日
間
に
わ
た
っ

て
、
た
い
へ
ん
な
ご
ち
そ
う
や
、
贈
り
物

を
し
て
も
て
な
し
ま
し
た
。
そ
の
記
録
に

は
、
立
派
な
「
御
座
敷
」
や
奥
の
休
憩
所
、

庭
園
や
門
な
ど
、
か
な
り
立
派
な
屋
形
の

よ
う
す
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
献
立
の
中

に
は
、
琵
琶
湖
や
小
谷
山
周
辺
で
と
れ
る

食
材
の
ほ
か
に
、
サ
ザ
エ
や
サ
メ
な
ど
の

海
の
幸
も
多
く
、
イ
ル
カ
や
ク
ジ
ラ
も
登

場
し
ま
す
。
こ
の
も
て
な
し
は
、
亮
政
が

京
極
高
清
を
「
御お

屋や

形か
た

様さ
ま

」
と
呼
び
、
京

極
家
の
な
か
で
一
番
大
切
な
家
臣
で
あ
る

こ
と
、
豊
か
な
経
済
力
を
も
つ
実
力
者
で

あ
る
こ
と
を
世
に
知
ら
し
め
る
一
大
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。

京
極
氏
と
浅
井
久
政

　

大
永
三
年
、
浅あ

さ

見み

貞さ
だ
の
り則
を
盟
主
に
し
て

他
の
家
臣
団
と
と
も
に
尾お

上の
え

城じ
ょ
う

に
立
て
こ

も
っ
て
か
ら
わ
ず
か
一
一
年
で
、
名
実
と

も
に
京
極
氏
の
家
臣
の
ト
ッ
プ
に
上
り
詰

め
た
亮
政
で
す
が
、
こ
の
あ
と
も
京
極
高

慶
を
支
持
す
る
六
角
定
頼
に
何
度
も
鎌か

ま

刃は

城じ
ょ
う

・
磯い

そ

山や
ま

城じ
ょ
う

・
太ふ

と

尾お

山や
ま

城じ
ょ
う

（
米
原
市
）
に

攻
め
込
ま
れ
、
一
時
は
小
谷
城
か
ら
の
退

去
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
高
慶
が
北
近
江
を

支
配
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
に
は
高
延
・
高

慶
兄
弟
の
父
で
上
平
寺
城
主
と
し
て
北
近

江
を
治
め
て
い
た
京
極
高
清
が
七
一
歳
の

波
乱
の
生
涯
を
閉
じ
ま
す
。
そ
の
四
年
後

の
天
文
一
一
年
に
、
亮
政
は
五
三
歳
（『
浅

井
三
代
記
』
に
よ
る
）
で
亡
く
な
り
ま
す
。

浅
井
氏
を
京
極
氏
の
一
家
臣
か
ら
京
極
氏

の
執し

っ
け
ん権
的
立
場
に
ま
で
上
げ
、
さ
ら
に
は

北
近
江
を
支
配
し
よ
う
と
し
た
亮
政
の
夢

は
次
の
代
に
託
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
亮

政
の
死
は
京
極
氏
や
六
角
氏
に
と
っ
て
好

都
合
で
、
に
わ
か
に
北
近
江
に
暗
雲
が
立

ち
込
め
て
き
ま
し
た
。

　

浅
井
亮
政
の
後
継
者
は
久ひ

さ

政ま
さ

で
す
。
一

方
、
亮
政
の
死
を
機
会
に
、
北
近
江
の
支

配
権
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
京
極
高た

か
ひ
ろ広

（
高
延
が
改
名
）
は
、
敵
対
し
て
い
た
弟

の
高
慶
と
組
ん
で
久
政
を
攻
め
、
天
文

一
八
年
（
一
五
四
九
）、
つ
い
に
小
谷
城

下
に
迫
り
ま
す
。
久
政
は
高
広
に
和
解
を

求
め
、
高
広
の
も
と
で
行
政
・
事
務
を
お

こ
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

浅
井
氏
二
代
久
政
の
こ
ろ
ま
で
は
、
京
極

氏
も
坂
田
郡
南
部
を
拠
点
に
、
北
近
江
の

「
御
屋
形
様
」
と
し
て
一
定
の
勢
力
を
保

持
し
て
い
ま
し
た
。

（
歴
史
・
文
化
財
保
護
室
）

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
�

京
極
氏
と
浅
井
三
姉
妹
物
語

▶ 松尾寺に残る浅井亮政文書

特　別
シリーズ

其　の

五

参
考
文
献　

長
浜
市
立
小
谷
小
学
校
製
作
の
副
読
本

　
　
　
　
　
『
ふ
る
さ
と
読
本　

浅
井
氏
三
代
と
小
谷
城
』
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プロに相談してみませんか
「法務局なんでも相談所」
　登記や公証（遺言）
などについて、休日
相談所を開設します。
法務局職員、公証人、
司法書士、土地家屋
調査士が相談を担当しますので、こ
の機会をぜひご利用ください。
日　時▶ 11 月 7 日（日）
　　　　10 時～ 15 時
会　場▶大津地方法務局
　　　　（大津市御陵町 3-6）
内　容▶登記・人権・戸籍 / 国籍・
　　　　供託・公証（遺言）
その他▶相談は無料で、秘密は厳守

します。ご予約・詳細については
下記まで。

問  大津地方法務局　総務課
　 ☎ 077 － 52 － 4671

湖北で「婚活」！
結婚ミニパーティー参加者募集
　素敵な出会いを求めて自分たちで
オリジナルのミニパーティーを企画・
参加しませんか。結婚相談員がお手
伝いします。
対　　象▶ 50 歳未満で独身の男女
　※男性は長浜市か米原市に在住 ･

在勤の方。女性は地域不問
開催期間▶平成 23 年 3 月まで随時開

催（随時受付）
申込方法▶お電話にて下記まで。
そ の 他▶参加者がそろいしだい説

明会を開催し、パーティーの企画
などを行います。詳細は下記まで。

問 ・申  湖北地域農業センター
　 ☎ 62 － 4143　  62 － 4144

市営住宅の入居募集
募集住宅▶
　・梅ヶ原公営住宅 202 号 2LDK
　・梅ヶ原公営住宅 102 号 1LDK
入居資格▶市内に住所または勤務場

所を有し、米原市営住宅条例に規
定する入居資格者に該当する人。

受付期間▶ 10月25日（月）～11月2日（火）
　＊土・日曜日除く、8時30分～17

時15分
申込方法▶本人または同居親族が、

下記へ申込書を提出してください。
（書類の交付は、10月15日（金）か
ら同課にて）

そ の 他▶入居決定は
11 月下旬頃、入居
時期は 12 月上旬頃

問  市 都市計画課
　 住宅対策室（近江庁舎）
　 ☎ 52 － 6926　  52 － 8790

米原市内の交通事故（平成 22 年 9 月 30 日現在）

　　件数　149 件（ ＋ 14 件）、死者　2 人（ − 1 人）、傷者　195 人（ ＋ 12 件） ※カッコ内は前年比

　納期限を過ぎても市税や市の公共料金を納付するこ
とが困難で、平日に納税相談などが受けられない方を
対象に休日納税相談を行います。
　市税や市の公共料金を納付することもできますの
で、平日に納付することが困難な方はぜひご利用くだ
さい。
●日　時　10 月 31 日（日）9 時～ 17 時
　　　　　※9時～12時はポルトガル語通訳者の対応あり
●場　所　市役所　近江庁舎　１F 窓口
●持ち物　口座振替の手続きを希望される方は、通帳

と口座のお届印

　2011 年成人式を次のとおり開催します。
　お誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください。

●日　時　平成 23 年 1 月 9 日（日）13 時 30 分～
●会　場　県立文化産業交流会館
●対　象　平成 2 年 4 月 2 日～平成 3 年 4 月 1 日生

まれの市内在住もしくは米原市出身の方
＊市内在住の新成人のみなさんには、12 月 10 日頃

にご案内を送付します。
＊就学や就労などで市外へ転出した方で参加を希望さ

れる方は、お名前、現住所などを生涯学習課までご
連絡ください。

●応募資格　成人式の対象者で、打ち合わせ会議（2
回程度）に出席できる方

●募集人数　10 名程度
●募集締切　11 月 2 日（火）
●申込方法　生涯学習課までご連絡ください。

問 ・申  市教委　生涯学習課（ルッチプラザ内）
　　　  ☎ 55 － 8106　  55 － 4556
　　　   manabi@city.maibara.lg.jp

A Prefeitura Municipal de Maibara (Oumi) 
realizará em 31/10/2010 (domingo) das 9h ás 17h, 
consulta e pagamento de impostos. (Das 9h ás 12h 
estamos preparando consulta em　português).

問  市 収納対策課（近江庁舎）
　 ☎ 52 － 3189　  52 － 6930

休日納税相談を開催します！

2011年 成人式のお知らせ 成人式実行委員を募集

Consulta de 
imposto/pagamento no feriado

～自分たちの手で、思い出深い
成人式をつくりませんか？～
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第16回 ふれあいの里フェスティバル
　子どもたちがさまざま
なモノづくりにチャレン
ジできるコーナーが勢ぞ
ろい。竹トンボや木の実
を使ったおもちゃづくり、
もちつき体験もあるよ！
みんなで遊びにきてね。
日　時▶ 11 月 3 日（水・祝）
　　　　 10 時～ 14 時
場　所▶すぱーく米原
　　　　（米原免許センター南 100m）
内　容▶創作体験コーナー、模擬店

の出店など（＊一部有料）
問  米原市子ども会育成連合会
　 （山東庁舎　こども元気局内）
　 ☎ 55 － 8104　  55 － 4040

親子で歌う日本の歌
歌い、つなぐ、親子の絆
　幼い頃、誰もが聴いて歌った童謡
を覚えていますか。ソプラノの高木
充江さんとピアノの今堀智子さんを
お迎えして、日本の歌を一緒に歌い
ましょう。
　親子の絆を深めながら、安らげる
ひとときを過ごしませんか。
日　時▶ 10 月 24 日（日）
　　　　 14 時～ 15 時 30 分
会　場▶米原公民館
料　金▶大人 500 円・子ども 300 円
問  米原公民館
　 ☎ 52 － 2240　  52 － 2242

食育講座のご案内
「ご飯をおいしく食べる料理教室」
　ご飯をメインとし
た料理教室を開催し
ます。
　栄養バランスの取
れたご飯を主食とす
る日本型食生活を学び、ご自分の食
事を見直すきっかけにしてみません
か。家族や友達とぜひ一緒にご参加
ください。
日　時▶ 11 月 6 日（土）
　　　　9 時 30 分～ 12 時 30 分
会　場▶東部給食センター（長岡）
対　象▶ 50 名（先着順）
料　金▶ 500 円
申　込▶住所 ･ 氏名 ･ 連絡先を電話

またはファックスで下記まで。
締　切▶ 10 月 25 日（月）
問 ・申  市 健康づくり課（山東庁舎）
　 ☎ 55 － 8105　  55 － 2406

国内最大級の環境産業見本市
『びわ湖環境ビジネスメッセ 2010』
　エネルギー、リサイクル、水質・土
壌・大気浄化、各種環境配慮型商品な
ど、過去最大規模の出展で開催します。
ぜひご来場ください。
日　程▶ 10月20日（水）～22日（金）
　10 時～ 17 時＊最終日は 16 時まで
会　場▶滋賀県立長浜ドーム
料　金▶見本市・セミナーとも無料（セ

ミナーは事前申込必要）
問  滋賀県新産業振興課
　 ☎ 077 － 528 － 3793
　 http//www.biwako-messe.com/

第 5 回米原市芸術展覧会
 第 1 期　絵画・写真部門
　10 月 19 日（火）～ 24 日（日）
 第 2 期　書・彫刻・工芸部門
　10 月 26 日（火）～ 31 日（日）
時　間▶いずれも 10時～17時30分
　　　　（最終日は 16 時まで）
会　場▶醒井水の宿駅
問  市教委　生涯学習課
　 ☎ 55 － 8106　  55 － 4556

秋の企画展開催のご案内
 「飛行観音の寺　松尾寺資料展
　　　　～観音霊場の歴史を辿る～」
会期▶ 10月16日(土)～11月21日(日)
　　　 10 時～ 18 時
会場▶近江はにわ館
　　　休館 : 月曜日 ･ 第 4 木曜日
問  近江はにわ館
　 ☎ 52 － 5246　  52 － 8177

 「ほっこり旅人気分　道標展」
会期▶ 10月26日(火)～11月28日(日)
　　　 9 時～ 17 時
会場▶柏原宿歴史館
　　　休館 : 月曜日 ･ 祝日の翌日
問  柏原宿歴史館
　 ☎・  57 － 8020

 「ヤマトタケルの来た道
　　　　　　－伊吹山への旅立ち－」
会期▶ 11月13日(土)～12月23日(木)
　　　 9 時～ 17 時
会場▶伊吹山文化資料館
　　　休館 : 月曜日 ･ 祝日の翌日
問  伊吹山文化資料館
　 ☎・  58 － 0252

人口 41,399 人（＋ 6）　 男 20,282 人（− 5）　 女 21,117 人（＋ 11）　 世帯数 13,700 世帯（＋ 15）

65 歳以上の人口　10,257 人　  高齢化率　24.78%　  ※（　）内は前月との比較【平成22年10月1日現在】

「広報まいばら」「市公式サイト」への広告掲載に関するお問い合わせは、政策秘書課　☎52−6627へ
　　　◎広報まいばら　広告掲載料金：１枠　15,000 円（13,300 部発行・市内全戸配布）
　　　◎市公式サイト　広告掲載料金：１枠・１月　10,000 円（月平均アクセス数　23,000 件）

今月の表紙
書道パフォーマンス
一筆にかける「絆」への思い

⑦

　7月2日、息郷小学校の子どもたちが、
「びわ湖を美しくする運動」にあわせて、
校舎周辺や地域の清掃活動を行いました。
　全校児童 95 名が縦割り班に分かれ、ウォークラリーをしながらゴミ拾い
をする中で、「こほくる～る」による分別も実践できました。活動後には、
ゴミのポイ捨てはいけないと考える子が増えたようです。今後も、子どもた
ちが身近な環境に目を向け、自分たちの地域をよりよくしていこうとする活
動を大事にしていきます。� （環境保全課）

　10 月 2 日（土）、親子の絆、地
域の絆など「絆」テーマにした合
併 5 周年記念「まいばら絆博」が
開催されました。
　イベントのフィナーレを飾った
のは、大きな和紙の上で音楽に合
わせて１つの作品を書き上げる

「伊吹高校書道部」の書道パフォー
マンス。音楽「ベストフレンド」
に合わせ、「友達との絆」や「楽
しさ」を伝えようと 14 人の部員
たちは、歌詞と大きな「絆」を書
き上げました。

やってみよう　ごみの分別
－息郷小学校－
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●リフォームなどの工事契約は、複数の業者から見積りをとり、十分に検討しましょう。

●アフターサービスについても考慮し、信頼できる業者を選びましょう。

●訪問販売の場合、契約書面が渡された日から 8 日間であれば、クーリング・オフにより、特に理由

がなくても契約を解除できます。期間内であれば、工事が始まっていてもやめることができます。

●高齢者がトラブルに巻き込まれないよう、家族や身近にいる人で気にかけていきましょう。

　悪質な訪問販売トラブルを防ぐため、「訪問

販売お断りステッカー」（たて 8.5㎝×よこ 17

㎝）を作成しました。

　各世帯に配布しますので、玄関に貼ったり、

電話口に置いたりしてご活用ください。

　消防法の改正により、既存住宅へ火災警報器を設置することが義務づけら

れました（米原市の場合 2011 年 6 月までに設置）。これを悪用して、「取り

付けないと罰せられる」「消防署の方から取り付けにきた」などという強引

な訪問販売が全国で相次いでいます。

　勧誘されても、その場で契約することはやめましょう。警報器は、電気店やホー

ムセンターで購入して自分で取り付けることもできます。業者に依頼するとき

は、見積りをとり、内容を十分確認して契約しましょう。
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消費生活相談コーナー
困ったときは
米原市消費生活相談窓口へ

（米原庁舎１階）

受付　平日 9時 30分～ 16時

相談専用　☎ 52-8088

この市政情報紙「まいばら」は 13,300部作成し、１部あたりの単価は

9円です。（１円未満切り捨て）※職員の人件費は含まれていません。

環境保護のため再生紙を使用しています。

大豆油インキで印刷しています。

10/15

訪問販売によるリフォーム工事トラブル

設置義務化を悪用した、火災警報器の強引な訪問販売
消費者トラブル

注意速報

お知らせ

ステッカーをご活用ください

事　例　１か月ぶりに実家を訪ねたら、屋根が新しくなっていた。一人暮らし

の父に事情を聞くと、突然業者が来て、「近所の屋根の修理工事をしている。お

宅の屋根も無料で点検します」と言うので、見てもらったところ、このままで

は雨漏りするといわれ、工事をしたということだった。

　無料点検をするといって、自宅にあがりこみ、ここが悪いと不安をあおり、

契約をさせる点検商法です。昼間在宅されていることの多い、高齢者のお宅

がよく狙われます。

　突然来訪した業者に、その場で高額の工事契約をするのは危険です。工事

完了後、不具合が出る、不具合を直そうとしない、連絡が取れないなど、ト

ラブルが発生することもあります。
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